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ポロニウムとラジウムを発見したキュリーとスクロドウスク石

時は１８９８年４月１４日、ピエール

（１８５９－１９０６）と マ リ・キ ュ リ ー

（１８６７－１９３４）夫妻（写真１）はピ

ッチブレンド（瀝青ウラン鉱）（写真２）

の分析にかかった。１００グラムの試

料を乳棒と乳鉢ですり潰す作業に着

手し、わずかではあったが放射性元

素を発見した。１８９８年７月、キュ

リー夫妻はポロニウム（Ｐｏ）と名づけ

た新元素を発見したことを連名で論

文発表した。続いて１２月には、強い

放射線を発するラジウム（Ｒａ）と命名

した新元素の存在についても発表し

た。しかし、夫妻の発表に学会から疑

問が寄せられた。物理学者たちは新

元素の放射線がどのようなメカニズ

ムで生じるのかが不明であり、一方、

化学者たちは新元素であれば原子

量が明らかでなければならないと主

張した。これらの問題を解決するに

は、純粋な新元素がもっと多量に必

要である。夫妻はそれに挑む決意を

した。苦労の末、オーストリアのボヘミ

ア・ザンクト・ヨアヒムスタール鉱山か

らピッチブレンドを無償で提供を受け

ることができ、また医学部の解剖学

教室として使われていた古い部屋を

借りることができた。想像を超える苦

難の中、１９０２年ころには夫妻は、

１１トンのピッチブレンドを処理して約１

写真１．実験中のマリとピエール・キュリー夫妻
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｍａｒｉｅ_Ｃｕｒｉｅ）
写真１．実験中のマリとピエール・キュリー夫妻
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｍａｒｉｅ_Ｃｕｒｉｅ）

写真２．ピッチブレンド
（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／閃ウラン鉱）
写真２．ピッチブレンド
（ｈｔｔｐｓ：／／ｊａ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／閃ウラン鉱）
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グラムの純粋ラジウム塩を得た。１８９９年から

１９０４年にかけて３２の研究発表をした。１） そ

の結果、学会の人々は放射能や放射性元

素への認識を深めていった。夫妻の研究成

果は新元素の発見のみならず、放射性元素

の同位体発見につながり、ラジウム崩壊によ

るヘリウム発生の発見、元素変換説などがも

たらされ、「元素は不変」という概念から「元

素は壊変する」というパラダイムシフトをもたら

し、原子物理学は未踏の進歩を遂げた。２，３）

１９２４年に、ウランの産出地であったコンゴ民

主共和国のシャバ州で、アルフレート・ショープ

（１８８１－１９６６）が発見した鉱物は、マリ・キュ

リーの業績を讃えて旧姓のスクロドフスカに

因んで「スクロドウスク石（ｓｋｌｏｄｏｗｓｋｉｔｅ）」

（写真３）と命名された。化学式Ｍｇ（ＵＯ２）２

（ＨＳｉＯ４）２・５Ｈ２Ｏを持つ放射性のウラン鉱

物で、マグネシウムを含む明るい黄色の結

晶である。

ショープは、すでに１９２１年にコンゴ民主共

和国のカタンガ州で発見したウランと鉛を含

む放射性の鉱物には、マリの夫であるピエー

ル・キュリーの業績を讃えてキュリー石

（ｃｕｒｉｔｅ，Ｐｂ３（ＵＯ２）８Ｏ８（ＯＨ）６・３Ｈ２Ｏ）（写

真４）と名づけていた。
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写真４．キュリー石
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｃｕｒｉｔｅ）
写真４．キュリー石
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｃｕｒｉｔｅ）

写真３．スクロドウスク石（黄色の部分）
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｓｋｌｏ
ｄｏｗｓｋｉｔｅ）

写真３．スクロドウスク石（黄色の部分）
（ｈｔｔｐｓ：／／ｅｎ.ｗｉｋｉｐｅｄｉａ.ｏｒｇ／ｗｉｋｉ／Ｓｋｌｏ
ｄｏｗｓｋｉｔｅ）
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